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問い合わせ先　総務課　税務班　☎35－2112

長柄小学校　中山勝巳先生
平成24年度文部科学大臣優秀教員表彰受賞

所得税・住民税の確定申告が始まりました

千葉県知事選挙の投票日は３月17日（日）です。

長柄町選挙管理委員会・長柄町明るい選挙推進協議会　☎35－2111

◎平成24年中に収入がなかった場合でも、次のような人は、申告をお願いします。
（本人がどなたかに扶養されていてもあてはまります。）
（１）国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険に加入している人
（２）同一世帯に（１）の人がいる人
（３）町営住宅に入居している人（収入に関する調査を提出する際、所得の確認が必要となります。）
（４）年金、各種手当などの受給資格の認定を受ける人
（５）所得証明書、課税（非課税）証明書の交付が必要な人
　　 （勤務先等から家族の所得証明書等の提出を求められる場合があります。）

　申告相談開催日は、役場で個人別に申告相談を実施しております。申告が必要かどうか、医療費控除等で
わからないこと、還付申告等で不明な点があれば申告会場までご相談にお越しください。

千葉県選挙管理委員会からのお知らせです。
３月17日（日）は千葉県知事選挙です。
家族そろって必ず投票しましょう。
投票日当日に仕事がある方や、買い物やレジャーで投票日当日に投票に行けない方は、
期日前投票または不在者投票ができますので、これらの制度を利用して投票しましょう。

【期日前投票・不在者投票】
期間：３月１日（金）から３月16日（土）まで
時間：午前８時30分から午後８時まで

　１月28日にメルパルクホール（東京都港区）で開催された表彰式において、
長柄小学校の中山勝巳先生が優秀教員文部科学大臣表彰を受賞されました。
　中山先生は、平成元年に御宿町立御宿小学校の教諭として着任、その後、国立
千葉大学附属小学校を経て、長柄小学校には平成20年４月１日に着任し現在に
至っています。その間、特に算数科をとおし「わかる授業」を目指し研鑽を積ん
できました。今回、学校の教育力向上、若年層教諭の人材育成に算数科をとおし
寄与したことが認められ、受賞となりました。
　中山先生は、「受賞の喜びとともに更に研鑽に努め、今後も学校を取り囲む多
くの関係者のご協力を得ながら、児童の健やかな成長に寄与して参ります。あり
がとうございました。」と今後もさらなる向上を目指しています。

申告期間　３月15日（金）まで
受付時間　９：00～11：00　　13：30～ 16：00
　（日程、必要書類等は広報ながら１月号をご覧ください。）
申告場所　役場申告会場・税務署・税務署への郵送・電子申告など
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問い合わせ先　長生郡市消防本部　☎0475－24－0119

千葉県表彰
☆防災危機管理部長章
荒井　金也（第２分団　副分団長）
前田　昌利（第３分団　副分団長）
岩井　啓人（第２分団第１部　団員）
大和久一善（第２分団第２部　団員）
前田　友和（第４分団第２部　団員）

千葉県消防協会長表彰
☆功労章
石井　好秀（第４分団　副分団長）
☆精勤章
木村　正男（第４分団第２部　団員）

管理者表彰
☆功労章
森　　真一（第２分団第２部　団員）
岸本　保仁（第２分団第２部　団員）

千葉県消防協会長生支部長表彰
☆功労章
木村　幸崇（第１分団第１部　班長）
秋葉　路夫（第１分団第２部　団員）
大和久文教（第２分団第１部　団員）
金坂　健一（第２分団第２部　団員）
小出　真之（第３分団第１部　団員）
渡邉　輝敏（第３分団第１部　団員）
大野　和則（第４分団第１部　団員）
宮田　恵一（第４分団第２部　部長）
☆精勤章
髙吉　宏明（第１分団第２部　団員）
髙橋　代輔（第１分団第２部　団員）
関　　陽一（第２分団第２部　団員）
道脇　善紀（第２分団第２部　団員）
高中　秀明（第３分団第１部　団員）
前橋　佳幸（第３分団第２部　部長）
神﨑　　忍（第４分団第１部　団員）
前川　雅英（第４分団第２部　団員）

消防団長表彰
☆精勤章
土屋　貴明（第１分団第２部　団員）
近藤　栄孔（第２分団第２部　団員）
渡邉　康行（第３分団第２部　団員）
白木　盛福（第４分団第１部　団員）

内助功労表彰
☆千葉県長生地域振興事務所長内助功労
荒井　光代　様
　（第２分団　副分団長夫人）
☆消防団長内助功労
木村　　利　様
　（第４分団第２部　団員夫人）
前田こず恵　様
　（第４分団第２部　団員夫人）

消防出初式消防出初式消防団員など約1,000人が参加
長生郡市広域市町村圏組合
消防団員など約1,000人が参加
長生郡市広域市町村圏組合

　新春恒例の長生郡市広域市町村圏組合、平成
25年消防出初式が１月12日に茂原市民会館で
盛大に行なわれ、本年は総勢で312名が受賞さ
れました。
　当日は小高利広消防団長からの訓示を受け、多
くの来賓の方々が見守る中、永きにわたり活躍さ
れた消防団員等に対し表彰状や感謝状と記念品が
贈呈され、感謝の意を表しました。
　この式典に先立ち、長柄町役場において、第８
支団の消防出初式が行なわれ、池澤孝夫支団長か
ら、第８支団の受賞団員に対し、表彰状等の贈呈
を行ないました。
　なお、第８支団（長柄町）で受賞された方々は
次のとおりです。（敬称略）

　現在、長生郡市消防本部で受け付けている119番通報が、２月28日から千葉市の「ち
ば消防共同指令センター」で受け付けることとなります。119番通報の方法は、これ
までと変りませんので落ち着いて正確な情報を告げてください。
　また、火災等の情報案内サービスも、これまでどおり「0475－25－4411」で、
ご案内しています。

長生郡市消防本部からのお知らせ
１１９番の受付場所が変わります。

千葉県防災危機管理部長章　荒井副分団長（左）
　　　　　　　　　　　　　前田副分団長（中央）
㈶千葉県消防協会長　功労章　石井副分団長（右）
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問い合わせ先　国民年金保険料専用ダイヤル　☎0570－011－050
千葉年金事務所 ☎043－242－6320　住民課 保険住民班 ☎35－2113

問い合わせ先　千葉年金事務所 ☎043－242－6320　住民課 保険住民班 ☎35－2113

　過去10年間に納め忘れた国民年金保険料については、24年10月から後納制度を利用して納付することが可能となり
ましたが、後納制度の申込みをされ、15年４月分以降（14年10月から15年３月までの保険料は、25年４月以降は納
付できません。）の後納保険料のお支払いが済んでいない方は、お手元の納付書の納付期限が25年３月31日になってい
ますのでご注意ください。
　なお、15年４月以降の後納保険料を25年４月１日以降に後納保険料を納付される場合は、使用期限が26年３月末ま
での納付書が必要となりますので、下記の国民年金保険料専用ダイヤルまたは千葉年金事務所までお問い合わせください。

　日本年金機構では、国民年金保険料が納め忘れとなっている方等に対する電話・お手紙・戸別訪問等による納付
案内や保険料の免除等申請手続きの案内などの収納業務について、民間委託（市場化テスト）を実施しています。
　委託事業者には、納付督励に必要となる国民年金保険料の未納者情報を提供しておりますが、「個人情報の保護に
関する法律」等で、厳格な安全管理措置を講じています。
　また、民間事業者が保険料をお預かりする際は、日本年金機構が発行した証明書を提示したうえで、お客様が保
険料の納付書をお持ちの場合に限られています。日本年金機構が発行した保険料の納付書をお持ちでない方から、
民間事業者が現金をお預かりして、領収書を発行することはありませんのでご注意ください。

委託期間　平成25年２月１日～平成27年４月30日
事業者名　株式会社　バックスグループ　　☎0120ー 987ー 927

＊民間委託について詳しい内容は、日本年金機構ホームページで確認できます。
　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

◎国民年金保険料に関する詳しいお問い合わせは千葉年金事務所へ。　☎043－242－6328
◎一般的な年金相談は「ねんきんダイヤル」へ。　☎0570－05－1165

・後納保険料納付書の使用期限は当時の保険料から10年目の月の末日です。
　使用期限を経過すると納付できません。  例：15年４月分 → （使用期限）25年４月30日
・保険料の加算額は年度により定められます。前年度に発行された納付書は使用できません。

　国民年金保険料の納付は、「うっかり納め忘れてしまった！」ということのないように、口座振替にすると、と
ても便利でお得です。
◎口座振替の「早割」は、保険料が月額50円割引されます。

◎１年分または６か月分（４月～９月分・10月～翌年３月分）の保険料をまとめて納付する、前納制度はさらにお得です。
「口座振替」を利用すると、現金で納付するよりも割引率が高くなっています。

・口座振替の手続き方法
　持ち物：年金手帳（納付書でも可）・通帳（家族名義の口座でも可）・通帳届出印
　場　所：口座をお持ちの金融機関・郵便局または年金事務所

・前納の申し込みはお早めに！
　口座振替による１年前納・６カ月前納（４月～９月）の締切日は、２月末となっています。余裕を持ってお申込みください。
　※すでに口座振替で前納している方は、申し込みの必要はありません。

国民年金保険料の納付に関するご案内を民間委託しています。

国民年金国民年金 ■お得な口座振替・前納をご利用ください。

通常の口座振替（翌月末振替）
２月分保険料→３月末振替
３月分保険料→４月末振替

早割の口座振替（当月末振替）
２・３月分保険料→３月末振替

４月分保険料→４月末振替

※初回振替は原則２か月分（前月・当月分）
　割引は３月（当月）分以降の保険料から

「早割」のイメージ（例：２月中に登録した場合）

国民年金後納保険料納付書の使用期限にご注意ください！

ご注意
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問い合わせ先　住民課　健康福祉班　☎35－2414

問い合わせ先　住民課 健康福祉班  ☎35－2414　保険住民班  ☎35－2113

３月の保健・栄養事業のお知らせ３月の保健・栄養事業のお知らせ
事業名 月　日 時　間 対象者 場所

ＢＣＧ予防接種

乳児相談

３月７日（木） 対象者には、個別通知します。

保
健
セ
ン
タ
ー

３月22日（金）

受付時間 13：00～13：15

受付時間
生後４か月児

10：00～10：15

受付時間
生後７か月児、12か月児

10：30～10：45

平成24年11月生まれの乳児
　　　　　　　　　 (生後４か月児)
平成24年８月生まれの乳児
　　　　　　　　　 (生後７か月児)
平成24年３月生まれの乳児
　　　　　　　　 (生後12か月児)
※その他希望者
　　　 （生後13か月以内の乳幼児）
※対象者には、個別通知します。

麻しん風しん混合予防接種を受けていない方は、早めに接種を受けましょう

平成25年度検診希望調査書の返信はお済みですか？

　麻しん風しん混合予防接種の対象者は、第１期（１歳児）、第２期（年長児）に加え、第３期（中学
１年生相当の者）、第４期（高校３年生相当の者）まで拡大されています。（平成20年から平成24年まで）
　第３期、第４期の接種は、予防接種を受けたが免疫が獲得できなかった人、免疫を獲得したが低下し
ている人、接種を受けていない人に免疫をつけることで麻しんの流行を抑制することが目的です。
　麻しん・風しんは、人から人へと感染し、時には死にいたる重大な病気です。病気を予防するため、
さらに周りの方への感染を予防するためにも接種を受けましょう。

　平成25年度の集団検診について、１月末に希望調査書を対象となる方へ、世帯主様名で送付しています。
　返信の期限は２月20日（水）となっておりますが、まだ返信がお済みでない方は、お早めに返信をお願いします。
　なお、平成24年度に集団検診を受けていただいた方でも、今回の希望調査書の返信がなければ、検診のご案内
は送付いたしませんので、ご注意ください。

　がんになる方は年々増加しています。
　がんは早期発見・早期治療をすることで、５年後の生存
率を高めることができます。
　検診でがんが発見される場合もありますので、対象の年
齢となったら、検診を受診しましょう！

※平成25年度から、特定健診と同時に、40歳・50歳・60歳・70歳の方（平成26年３月31日現在）を対象に歯科健診
を実施します。歯科健診の受診をご希望の方は、別途お申し込みが必要となりますので、お電話にてご連絡ください。詳
細は希望調査書に同封の「歯科健診のご案内」をご覧ください。（ご案内は、対象となる方のみに送付しています。）

※対象者には個別通知をしています。詳しくは下記までご連絡ください。

第１期

第２期

第３期

第４期

満１歳児

年長児（平成18年4月2日～平成19年4月1日生）

中学１年生相当（平成11年4月2日～平成12年4月1日生）

高校３年生相当（平成6年4月2日～平成7年4月1日生）

満１歳以上２歳未満まで

対象者 接種期間（接種期間を過ぎると自費です。）

平成24年4月1日～平成25年3月31日

NAGARA2013.２
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問い合わせ先　住民課　健康福祉班　ながらこども園　☎35－3102

身体計測
9:00～16:00

※遊びの広場の時間帯が変更になる場合がありますので、支援センターだよりと併せて、ご確認ください。
◆育児相談　月～金曜日　（祝日を除く　９：００～１５：００）
　（随時受付けます。電話相談も受付けをしています。）
◆一時保育　月～金曜日　（祝日を除く　９：００～１７：００）
　（原則として予約は、利用日の２週間前までとなります。緊急の場合は、ご相談ください。）

リトミック教室・お話広場に参加しませんかリトミック教室・お話広場に参加しませんか
今年度最後となるリトミック教室とおはなし広場、普段の日常とは違った経験をお子様と一緒にできるチャンスです。
まだ参加したことがない、しばらく参加してないという方もぜひ、参加してお子様と楽しみましょう。

ひなまつりの集い（体験入園）が開催されますひなまつりの集い（体験入園）が開催されます

支援センターの様子支援センターの様子

　日本伝統行事の一つひな祭りは、女の子の節句と言われ昔から子どもの厄を払い健やかな成長を願い行われてきました。
今年もこども園では子ども達の心を育む行事として、3月1日（金）にひなまつりの集いが開催されます。ぜひ、お子様と参加
して、楽しいひと時を園児のみんなと過ごしませんか？

◆◆支援センターは、妊婦さん・子育て中の皆さんの応援団！ぜひ遊びに来てください◆◆

「支援センターだより」を発行しています。役場・公民館に置いてありますので、ご覧ください。

日sun 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土sat
2

9

16

23

30

３

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

春分の日

休園

リトミック教室
10:00～11:00

リトミック教室
10:00～11:00

おはなし広場
10:00～11:00

体験入園
（ひなまつりの集い）
10:00～11:00

あ そ び の 広 場 　 9 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

あ そ び の 広 場 　 9 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

あそびの広場

あそびの広場　9:00～16:00 あそびの広場　9:00～16:00

あ そ び の 広 場 　 9 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

月月33

お正月あそびの様子お正月あそびの様子

れんげ組と一緒に
リトミック！

れんげ組と一緒に
リトミック！ 室内遊び室内遊び

31

6
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問い合わせ先　農業委員会　☎35－4447

長柄町農地賃借料情報

平成２５年農作業別労働賃金及び機械による農作業料金は、次のとおりです。

全国農業新聞を購読してみませんか！

（平成23年１月～12月：金額は10アール当たり）

（平成24年１月～12月：金額は10アール当たり）

　農地法第52条の規定に基づき、農地法及び農業経営基盤強化促進法により賃借された実勢の賃借料を集計し、
情報提供しますので、賃借料設定の目安としてください。
　この「賃借料情報」は、実勢の集計値であり拘束力はなく、賃借料決定の参考として提供するものですから、
実際の契約の際には貸し手と借り手の両者でよく協議したうえで締結してください。

＊１　データ数は、集計に用いた筆数です。
＊２　金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位にしています。

作業区分 基本料金 備　考
7,000円
6,000円
7,000円
6,000円
6,000円
6,000円
4,000円
7,000円
16,000円
1,000円
2,300円
800円

１日当り８時間
　　　〃
10a当り
　　〃
　　〃
　　〃
100m当り
10a当り
　　〃

60kg当り
１箱当り

耕 耘 機

ト ラ ク タ ー

田　植　･　稲　刈　　　男 女 共
畑　･　一　般　作　業　　男 女 共

畦 塗 り
田 植 機
コ ン バ イ ン
刈　　取　・　脱　　穀　（運 搬 費）
乾 燥 調 整
育 苗

耕 起
代 か き
耕 起
代 か き

　全国農業新聞は、農業者の公的代表機関である農業委員会系統組織が発行す
る、週刊の農業総合専門誌です。
　農業者の「経営とくらしに役立つ」ホットな情報を、毎週金曜日にお届けし
ます。ぜひ、購読のお申込を！

申　込：農業委員会事務局
発　行：東京都千代田区二番町９－８
　　　　全国農業新聞　新聞業務部

発行日：毎週金曜日
購読料：月額 600 円（送料・税込）

田

畑

34
3
8

農地の区分 平均額 最高額 最低額
基盤整備地域
未整備地域

13,000円
7,500円
5,500円

15,700円
8,700円
5,800円

4,700円
6,500円
5,300円

データ数

農地の区分 平均額 最高額 最低額
基盤整備地域
未整備地域

田

畑

12,100円
10,800円
5,400円

16,200円
13,500円
8,100円

5,600円
6,800円
4,500円

データ数
20
3
9
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圏
央
道
の
開
通
を
契
機
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
テ
ー

マ
に
、①
観
光
振
興
に
取
り
組
む
意
義
と
、②
観
光
客
を
温
か

く
迎
え
る
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
19
日（
火
）13
時
30
分
〜

場　

所　

千
葉
県
長
生
合
同
庁
舎
４
階
大
会
議
室

講　

師　

城
西
国
際
大
学
観
光
学
部　

教
授渡

辺　

淳
一　

氏

対　

象　

長
生
地
域
の
観
光
施
設
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
道
の
駅
、
農
産
物
直
売
所
、
寺
社
、

教
育
関
係
者
な
ど
、
観
光
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　

無
料

定　

員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

主　

催　

長
生
地
域
観
光
連
盟
、
長
生
地
域
振
興
会
議

申
込
先
及
び
問
合
せ千葉

県
長
生
地
域
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課

電　

話　

22
ー
１
７
１
１

F
A
X　

24
ー
０
４
５
９

平
成
24
年
中
の
茂
原
警
察
署
管
内
に
お
け
る
犯
罪
の
認
知

件
数
は
、
１
，８
９
６
で
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
23
年
に
比
べ

て
２
４
６
件（
11
．５
％
）の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

無
締
ま
り
や
ワ
ン
ロ
ッ
ク
の
家
を
狙
う
空
き
巣
ね
ら
い
や

忍
び
込
み
、無
施
錠
の
車
の
盗
難
・
車
上
狙
い
な
ど
『
チ
ョ
ッ

ト
気
を
つ
け
れ
ば…

』
防
止
で
き
そ
う
な
事
件
が
多
く
発
生

し
ま
し
た
。

警
察
で
は
本
年
も
署
員
一
丸
と
な
っ
て
、
犯
罪
の
未
然
防

止
と
検
挙
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
も
地
域
の
安
全
は
自

分
た
ち
の
手
で
守
る
と
言
う
意
識
の
も
と
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
自
主
防
犯
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
は
、
あ
な
た
の
息
子
、
孫
な
ど
に

な
り
す
ま
し
て
、
緊
急
事
態
を
告
げ
て
振
り
込
み
な
ど
を
急

が
せ
ま
す
。

〈
被
害
の
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
〉

お
金
を
振
り
込
む
（
渡
す
）
前
に
、
必
ず
ご
家
族
や
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」、「
代
わ
り
の
者
に
お
金
を
渡
し

て
」、「
カ
ー
ド
を
預
か
り
ま
す
」
と
言
う
電
話
は
詐
欺
で
す
。

本
当
に
家
族
か
ら
の
電
話
で
す
か
？
「
オ
レ
は
誰
？
」
を
確

認
し
て
下
さ
い
。

＊「
お
金
を
返
す
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
を
」
は
詐
欺
【
還
付

金
詐
欺
】

＊
は
っ
き
り
し
な
い
請
求
は
無
視
し
て
ま
ず
相
談
【
架
空
請

求
詐
欺
】

＊
お
金
を
借
り
る
の
に
「
先
に
保
証
金
を
払
え
」
は
詐
欺
【
融

資
保
証
金
詐
欺
】

＊「
必
ず
儲
か
る
」と
い
う
話
は
詐
欺【
そ
の
他
の
特
殊
詐
欺
】

〈
警
察
へ
の
協
力
の
お
願
い
〉

○
振
り
込
め
詐
欺
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、「
だ
ま
さ
れ

た
ふ
り
」
を
続
け
、
相
手
の
電
話
番
号
、
振
込
先
の
口
座

名
を
メ
モ
し
て
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
も
し
も
相
手
が
、
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
取
り
に

来
る
と
言
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
１
１
０
番
し
て

下
さ
い
。

○
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
範
囲
で
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
相
談
先
〉

茂
原
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
22
ー
０
１
１
０

千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

☎
０
４
３
ー
２
２
７
ー
９
１
１
０

（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
）

問い合わせ先　事業課　産業振興班　☎35－４４４７

イノシシ駆除　実施のお知らせイノシシ駆除　実施のお知らせ

講
演
会
「
い
き
い
き
長
生
の
観
光
振
興
」

参
加
者
募
集

講
演
会
「
い
き
い
き
長
生
の
観
光
振
興
」

参
加
者
募
集

町ではイノシシ等による農作物への被害を最小限に食い止める
ため、睦沢町・長南町・長柄町の猟友会の協力を得て、銃器によ
るイノシシの合同駆除を実施します。
当日は、安全に万全を期していますが、事故防止のため、山の

周辺などでは十分気をつけてください。

１　実施予定日　3月 10日（日）雨天中止
２　時　　　間　８：００から１６：００頃まで
３　実 施 区 域　高山・大庭・田代・大津倉・月川
駆除員（猟友会員）は、次の準備を身に着けて活動します。
・有害鳥獣駆除の青色の腕章
・オレンジ色のジャケット等目立つ格好

※駆除を実施するか否かは3月１０日（日）の午前中に防災行政
無線で放送します。
また、駆除が終了した場合も同様に防災行政無線で放送します。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

〜
そ
の
電
話
！
振
り
込
め
詐
欺
で
は
、あ
り
ま
せ
ん
か
〜

長柄ダム周辺には、約３,２００本の桜を植栽してあり、４月
にはダム周辺が鮮やかにピンク色に染まり、大勢の人でにぎわい
ます。夜にはライトアップをして夜桜も楽しめます。
また、週末には周辺施設でイベントなどを企画しており楽し

めます。
是非、家族、友人を誘ってお越しください。

長柄ダム周辺には、約３,２００本の桜を植栽してあり、４月
にはダム周辺が鮮やかにピンク色に染まり、大勢の人でにぎわい
ます。夜にはライトアップをして夜桜も楽しめます。
また、週末には周辺施設でイベントなどを企画しており楽し

めます。
是非、家族、友人を誘ってお越しください。

犯
罪
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

8
NAGARA 2013.２



廃ビニールB

＜長柄町都市農村交流センター＞ 山之郷７０－１５　参加申し込み＆問い合わせ先　☎35－0055

(1) ひな飾りの展示　　3月３日まで毎日。見に来てください！
(2) 餅つきパーティー
日　時　　3月３日11：00～ 13：00
内　容　　子どもたちの健やかな成長を祈って、ひし餅に因んだ三色お餅をみんなでついて、みんなで食べましょう。
参加費　　大人４００円、子ども３００円
その他　　必ず事前にご予約ください。

日　時　　３月１０日（日）まで毎日
内　容　　この写真展は、日本全国のダムで開催するキャラバン写真展で、北海道から沖縄まで、順番に各地のダム

で開催されます。ダム愛好家集団「Dam Web Ring 」のメンバーが撮り貯めた、美しく力強いダムの写
真ばかりで、ダムの美しさや力強さを感じていただけます。

日　時　　２月２７日 (水 )　９：30～ 12：00
内　容　　春の到来を実感できる早春の花、野鳥のさえずり、生き物たちの営み・・・。

日本自然保護協会が主催する全国一斉の春に出会う観察会です。お気軽にご参加ください。
講　師　　自然観察指導員　山口由富子氏　
対　象　　大人１５名程度
参加費　　５００円
持ち物等　双眼鏡、帽子、手袋、防寒着、動きやすい服装でどうぞ。

日　時　　３月１３日 (水 )　９：３０～12：00
内　容　　ストレッチ体操や長柄ダム湖周遊ウォーキング

早春の自然を楽しみながら、健康づくりと仲間づくりをしましょう。
講　師　　スポーツトレーナー　森川礼子氏
対　象　　大人１５名程度
参加費　　５００円
持ち物等　帽子、手袋、飲み物、タオル、動きやすい服装

◆服装等：テニスシューズ、運動に適した服装、ラケット持参 (有料レンタルあり）
◆テニス教室講師：テニスインストラクター　鐡和子氏
(1) 月曜テニス教室　　月曜日（４、１１、１８、２５日）
内　容　　10：00～ 12：00：初級クラス。　13：00～ 15：00：ステップアップ（初中級）クラス
対　象　　各回10名程度
参加費　　１回５００円
(2) 春休み親子ふれあいテニス教室
日　時　　３月23日 ( 土 )10：00～ 12：00
内　容　　親子のふれあいを目的として、基礎的技術を中心に楽しく学びます。
対　象　　小学生とその親、ペアで5組
参加費　　大人５００円、子ども３００円
(3) ひな祭りテニス　　３月３日（日）　　　　　女性がいるグループ、　　　　　平日料金
(4) 春休みテニス　　　３月25日からの平日　小中高生がいるグループ、　　　１面１時間無料
(5) ハッピーテニス　　３月中の平日　　　　　３月生まれの方がいるグループ、１面１時間無料

日　時　　３月３０日（土）16：30～19：00
内　容　　長柄ダム湖周遊歩道４km コースを、前半は早春の野草など春の息吹を探しながら、後半はライトアップ

された夜桜を愛でながら、みんなで楽しく歩きましょう。
講　師　　自然観察指導員　山口由富子氏
対　象　　30名程度
参加費　　大人５００円、子ども３００円
服　装　　防寒着、手袋、懐中電灯、歩きやすい服装で。

交流センターワクワクながら 検索 http://wakuwaku-nagara.com/

問い合わせ先　長柄町観光協会事務局　事業課　産業振興班 ☎35－4447

○ひな祭りinながら

○日本一周ダムファン写真展

○自然に親しむ会「春に出会おう」　　～全国一斉自然観察会～

○健康づくりと仲間づくり・シェイプアップウォーク

○テニスまつりinながら

○桜まつり・夜桜ウォーク

○ひな祭りinながら

○日本一周ダムファン写真展

○自然に親しむ会「春に出会おう」　　～全国一斉自然観察会～

○健康づくりと仲間づくり・シェイプアップウォーク

○テニスまつりinながら

○桜まつり・夜桜ウォーク

○ひな祭りinながら

○日本一周ダムファン写真展

○自然に親しむ会「春に出会おう」　　～全国一斉自然観察会～

○健康づくりと仲間づくり・シェイプアップウォーク

○テニスまつりinながら

○桜まつり・夜桜ウォーク

NAGARA2013.２
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町議会
だより

編 集 長柄町議会報編集委員会

第４回定例会
　定例会で決まったこと ........................................................................10 ～ 11 ページ
　一般質問（５名）.................................................................................12 ～ 14 ページ
　決算常任委員会 ..................................................................................14 ～ 17 ページ

主な内容

第 ４ 回　定 例 会
　平成24年第４回議会定例会は、12月12日に開催されました。
　提出された議案等は承認１件、議案６件、同意１件で、すべて原案のとおり可決されました。
　また、第３回議会定例会において各常任委員会へ付託し、閉会中の継続審査となっていた平成23年度の各
会計の決算についても認定されました。

専決処分
平成24年度長柄町一般会計補正予算（第２号）
歳入歳出予算額の総額に544万1,000円を増額し、補正後の予算総額は30億4,126万円となります。
主な内容は、衆議院議員選挙の実施に伴う経費の増額補正です。

12月定例会の審議結果一覧表
番　号 件　　　　　名 審　議　結　果

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成24年度長柄町一般会計補正予算（第２号）） 原案承認 全会一致

議案第１号 長生郡市広域市町村圏組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 原案可決 全会一致

議案第２号 九十九里地域水道企業団規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 原案可決 全会一致

議案第３号 千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 原案可決 全会一致

議案第４号 平成24年度長柄町一般会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致

議案第５号 平成24年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致

議案第６号 平成24年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致

同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　 意 全会一致

平成23年度決算認定について（委員長報告） 認　　 定 賛成多数
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人事案件

条例の制定及び一部改正

補正予算

固定資産評価審査委員会委員の山
やま だ

田正
まさのぶ

信氏（下味庄）が平成25年１月17日で任期満了となるため、引き続き委
員に選任するものです。

長生郡市広域市町村圏組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について
主な内容は、関係法律の整備に関する法律により「障害者自立支援法」の名称を「障害者の日常生活及び社会生
活を総合的に支援するための法律」と変更し、平成25年４月１日から施行されるため、組合規約の一部を改正す
るものです。

九十九里地域水道企業団規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について
主な内容は、構成市町村の大網白里町が平成25年１月１日から市制を施行し、「大網白里町」から「大網白里市」
に名称変更されるため、企業団を組織する市町村に関する規定を改正するものです。

千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について
主な内容は、構成市町村の「大網白里町」が「大網白里市」になるため組合規約中、組合を組織する地方公共団
体に関する規定及び共同処理する事務に係る団体に関する規定を改正するものです。

平成24年度長柄町一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出予算の総額に1,948万円を増額し、補正後の予算総額は30億6,074万円となります。
主な内容は、人事異動に伴う職員給料の調整や、マスコットキャラクター着ぐるみ作成費の追加です。
この議案審査において、次のような質疑がされました。（主な要旨）

質　　疑… 　土木費の地籍調査費について、平成24年度中の事業計画に対する進捗率はどれくらいか。

答　　弁…
　本年度実施している長柄山地区の一筆地調査（立会）は全体の66％の進捗率である。年度内の事業完了
ということで鋭意進めている。事業推進を図るために増額補正を行い、来年度のために地権者や法務局との
調整を本年度中に行いたい。

質　　疑… 　民生費について、こども園費の委託料の中の「特殊建築物等の定期調査報告書」とは何か。

答　　弁… 　特殊建築物は建築基準法で定められており、こども園は福祉施設として２年に１度の報告が義務付けられ
ている。また、報告書は長生土木事務所に提出する。

質　　疑… 　土木費の中の「圏央道開通記念イベント実行委員会」の組織体制とはどういうものなのか。また、関係す
る郡内市町村の負担額を教えてほしい。

答　　弁…

　圏央道開通プレイベントは長生郡市の７市町村が主催となり実施する。後援としては国土交通省、東日本
道路株式会社、県、県民会議、長生地域観光連盟等が名を連ねる。３月開通予定の圏央道（木更津東ＩＣ～
東金ＪＣ）の開通を祝い、長生地域で「道路と触れ合う住民参加型の開通記念イベント」を開催し圏央道の
利用促進と今後の圏央道沿線市町村の観光ＰＲと圏央道の利用促進及び住民理解を図ることを目的とする。
　市町村負担金の総額は420万円で、本町の負担額は54万円を見込んでいる。

平成24年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
歳入歳出予算の総額に5,430万9,000円を増額し、補正後の予算総額は10億4,224万5,000円となります。主
な内容は、歳入では保険税滞納繰越分の増、歳出では医療費の増に伴う保健給付費、高額療養費の追加です。

平成24年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第２号）
歳入歳出予算の総額に555万5,000円を増額し、補正後の予算総額は５億6,042万1,000円となります。主な内
容は、歳入では平成24年度千葉県介護保険財政安定化基金取崩特別交付金の増、歳出では地域密着型介護サービ
ス給付費の追加です。
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①「
子
育
て
応
援
！
チ
ー
パ
ス
事

業
」
に
つ
い
て
、
本
町
で
の
加
盟

状
況
と
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
、
商
店
等
に
働
き
か
け
て

加
盟
店
舗
の
拡
大
・
普
及
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
の
か
伺
い
た

い
。

②
子
育
て
支
援
の
強
化
・
充
実
の

た
め
、
子
ど
も
医
療
費
の
通
院
に

関
す
る
対
象
年
齢
を
「
中
学
３
年

生
ま
で
」
に
引
き
上
げ
て
欲
し
い

が
、
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

③
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の
虫
歯
予

防
対
策
に
つ
い
て
、
町
の
取
り
組

み
を
伺
い
た
い
。

④
子
ど
も
の
健
康
な
歯
の
育
成
の

た
め
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を
提
案
す

る
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

	

①
チ
ー
パ
ス
事
業
は
千
葉
県
が
主

体
と
な
り
、
子
育
て
家
庭
を
応
援

す
る
た
め
協
賛
店
で
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
、
本
町
で
は
２
店
舗
が
加
盟

し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
子
育
て

の
支
援
と
同
時
に
商
工
振
興
に
も

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
、
町
商
工

会
等
に
働
き
か
け
て
普
及
に
取
り

組
み
た
い
。

②
町
は
独
自
に
子
育
て
家
庭
を
支

援
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
子
ど
も
医
療
費
、
通
院

に
係
る
町
の
費
用
負
担
を
上
乗
せ

し
、
中
学
３
年
生
ま
で
助
成
対
象

と
す
る
方
針
で
医
師
会
と
調
整
中

で
あ
る
。

③
1
歳
６
カ
月
児
、
３
歳
児
を
対

象
に
歯
科
健
診
を
、
ま
た
、
こ
ど

も
園
で
は
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診

や
毎
日
の
歯
磨
き
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

④
フ
ッ
化
物
洗
口
に
は
、
厚
生
労

働
省
や
県
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
い
る
が
、
否
定
的
な
意
見
も

あ
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
近
隣
市

町
村
で
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
学
校
の
検
証
を
踏
ま
え
て
、
今

後
検
討
す
る
。

	

豪
雨
時
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
町

の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

	

突
然
の
豪
雨
な
ど
へ
の
対
処
と
し

て
道
路
愛
護
な
ど
の
機
会
に
清
掃

作
業
を
実
施
し
て
頂
く
な
ど
、
で

き
る
限
り
「
町
民
の
皆
様
の
協

働
」
を
、
ご
協
力
願
い
た
い
。

町
と
し
て
も
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
、
ま
た
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

を
第
一
に
、
施
設
の
維
持
に
努
め

て
い
き
た
い
。

	

①
長
柄
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に

お
け
る
被
害
数
値
に
つ
い
て
は
実

態
よ
り
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、
被
害

軽
減
目
標
値
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
か
ら
、
次
期
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
適
切
な
被
害
数
値
を
調
査
す
る

た
め
に
多
面
的
な
視
点
か
ら
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

②「
捕
獲
」
と
「
防
護
」
の
相
乗

効
果
を
図
る
た
め
に
、
耕
作
放
棄

地
草
刈
り
等
協
働
作
業
費
や
電
気

柵
等
設
置
者
に
対
し
て
の
補
助
制

度
を
提
案
す
る
が
、
町
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

	

①
次
期
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
近
隣
市
町
村
と
の
広
域
的
な

対
策
を
検
討
す
る
と
共
に
聞
き
取

り
調
査
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

に
よ
り
情
報
収
集
に
努
め
、
実
状

に
合
わ
せ
随
時
見
直
し
た
い
。

②
耕
作
放
棄
地
の
解
消
事
業
と
し

て
、
長
柄
町
地
域
農
業
推
進
協
議

会
で
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
（
除

草
専
用
機
械
）
を
購
入
し
、
低
価

格
で
草
刈
り
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
防
護
柵
の
設
置
補
助
に
つ
い

て
は
長
柄
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
で
検
討
し
た
い
。

	
①
主
な
事
業
内
容
及
び
事
業
費
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
政
府
は
本
事
業
の
検
証
を
し
て

い
な
い
が
、
町
は
事
業
効
果
の
検

証
を
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
伺
い

た
い
。

③
事
業
効
果
の
検
証
結
果
と
、
課

題
等
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

	

①
町
で
は
、
交
付
金
を
豊
か
で
住

み
や
す
い
町
づ
く
り
の
た
め
「
自

ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

基
金
」
を
設
置
し
総
額
７
億
９
，

８
８
０
万
円
を
積
み
立
て
た
。
事

業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
「
地
域
づ

く
り
推
進
協
議
会
」
の
答
申
に
よ

り
、
長
柄
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業
に

約
７
億
円
、
こ
ど
も
園
整
備
事
業

に
約
１
億
円
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

実
施
し
、
本
基
金
の
目
的
は
達
成

さ
れ
た
た
め
、
残
額
３
０
０
万
円

弱
を
財
政
調
整
基
金
に
組
み
換
え

た
。

②
③
町
民
参
加
の
も
と
、
地
域
の

知
恵
と
情
報
を
結
集
し
た
事
業
を

推
進
し
た
た
め
、
す
べ
て
の
事
業

に
お
い
て
計
画
ど
お
り
の
成
果
が

得
ら
れ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

	

本
年
度
策
定
さ
れ
る
長
柄
町
新
防

災
計
画
に
つ
い
て
４
点
ほ
ど
聞
き

た
い
。

①
各
地
区
に
お
け
る
避
難
所
の
周

知
徹
底
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

伺
い
た
い
。

②
土
砂
災
害
や
洪
水
災
害
等
に
お

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

豪
雨
時
の
排
水
対
策
に
つ

い
て

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
防
止
策
に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事

業
」
の
活
用
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

一
　般
　質
　問

― 

議
員
５
名
が
町
政
を
問
う 

―



2013.２
13

け
る
「
有
事
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
定
義
が
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

③
避
難
所
の
開
設
は
「
い
つ
」「
誰

が
」「
ど
の
よ
う
に
」
行
う
の
か
伺

い
た
い
。

④
有
事
の
際
の
自
主
防
災
組
織
の

位
置
付
け
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

	

①
周
知
徹
底
は
基
本
的
に
自
治
会

長
を
通
じ
て
直
接
配
布
す
る
。
ま

た
、
新
年
度
に
各
避
難
所
看
板
及

び
避
難
所
ま
で
の
電
柱
案
内
板
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。

②
地
域
防
災
計
画
上
は
定
義
さ
れ

て
い
な
い
。
一
般
的
に
有
事
と
は

大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
、
国
家

に
と
っ
て
の
非
常
事
態
を
指
す
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
。

③
住
民
が
被
災
し
た
と
き
及
び
被

災
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、

町
が
、
住
民
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
の
協
力
を
得
て
開
設
す
る
。

④
自
主
防
災
組
織
、
自
治
会
、
地

元
消
防
団
な
ど
、
地
域
住
民
の
皆

様
に
は
避
難
場
所
へ
の
誘
導
、
避

難
所
開
設
時
の
協
力
な
ど
を
お
願

い
し
た
い
。

	

①
茂
原
・
長
柄
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
地
区
協
議
会
の
現

在
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

②
国
の
設
置
認
可
ま
で
の
今
後
の

見
通
し
を
伺
い
た
い
。

③
茂
原
・
長
柄
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
年
度
の
見

通
し
を
伺
い
た
い
。

④
町
と
し
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

	

①
現
在
は
、
連
結
許
可
申
請
に
必

要
な
実
施
計
画
書
を
作
成
し
て
い

る
。

②
今
後
、
第
４
回
地
区
協
議
会
を

開
催
し
、
合
意
が
得
ら
れ
た
段
階

で
連
結
許
可
の
申
請
を
国
土
交
通

大
臣
へ
提
出
し
た
い
。

③
平
成
32
年
度
の
完
成
を
目
途
と

し
、
茂
原
市
と
力
を
合
わ
せ
て
進

め
た
い
。

④
圏
央
道
の
開
通
や
、
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
を
視

野
に
入
れ
た
町
の
総
合
計
画
を
充

実
さ
せ
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
誘

導
や
物
流
産
業
の
立
地
な
ど
、
新

た
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
繋
げ
た

い
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
…

長
期
に
わ
た
っ
て
遂
行
さ
れ
る
大

き
な
計
画
の
こ
と
。

	

借
入
利
率
４
％
以
上
の
地
方
債
に

つ
い
て
は
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
、
繰
上
償
還
し
た
方
が
得
策

だ
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

	

町
債
の
５
月
末
現
在
高
は
一
般
会

計
、
特
別
会
計
併
せ
て
42
億
４
，

５
１
０
万
４
，０
０
０
円
で
あ
り
、

借
入
利
率
５
％
以
上
の
町
債
は
３

件
88
万
円
で
あ
る
。
平
成
19
年
度

か
ら
財
政
融
資
資
金
、
簡
保
資
金

の
貸
し
付
け
の
う
ち
、
金
利
５
％

以
上
の
も
の
に
限
っ
て
一
定
の
基
準

を
満
た
せ
ば
、
繰
上
償
還
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
繰
り
上
げ
可
能
な
町
債
は
償

還
し
て
お
り
、
今
後
も
同
様
に
公

債
費
の
将
来
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

	

税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
提
案
す
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

	

長
生
郡
市
内
で
は
２
市
町
が
本
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
必
ず

し
も
徴
収
率
の
向
上
に
は
結
び
つ

い
て
い
な
い
と
い
う
実
態
で
あ

る
。
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
参
考

に
、
納
税
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

観
点
か
ら
引
き
続
き
検
討
す
る
。

	

①
町
は
農
振
区
域
の
計
画
的
な
見

直
し
や
、
ど
の
よ
う
な
開
発
計
画

を
た
て
て
き
た
の
か
伺
い
た
い
。

②
こ
れ
ま
で
町
が
行
っ
た
積
極
的

な
農
振
除
外
面
積
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

③
町
が
積
極
的
に
行
っ
た
農
振
区

域
の
見
直
し
に
よ
る
効
果
と
実
績

を
伺
い
た
い
。

④
町
の
事
業
計
画
以
外
に
町
民
か

ら
の
積
極
的
な
農
振
除
外
申
請
は

ど
の
よ
う
な
申
請
が
あ
っ
た
か
伺

い
た
い
。

	
①
②
③
本
町
の
計
画
は
平
成
11
年

度
に
見
直
し
が
さ
れ
、
約
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
振
除
外
を
行
っ

た
。
以
降
、
農
振
農
用
地
に
大
き

く
影
響
を
与
え
る
事
案
が
な
い
た

め
、
見
直
し
は
行
っ
て
い
な
い
。

④
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
24
年
現

在
ま
で
の
10
年
間
で
一
般
住
宅
で

の
申
請
が
11
件
、
農
家
住
宅
で
の

申
請
が
１
件
、
資
材
置
場
で
の
申

請
が
８
件
、
そ
の
他
申
請
が
３
件

の
合
計
23
件
の
届
出
を
受
け
、
随

時
除
外
し
た
。

	

町
長
と
町
民
の
対
話
集
会
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
広
報
や

一
部
審
議
会
の
開
催
で
充
分
だ
と

思
っ
て
い
る
の
か
、
考
え
を
伺
い

た
い
。

	

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
は
「
町
長

へ
の
手
紙
」
や
「
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
通
し
て
伺
っ
て
き

た
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
住
民
の
皆

様
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ
う
と
常

に
心
が
け
て
い
る
。
今
後
も
、
い

つ
で
も
お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て

頂
き
た
い
。

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

地
方
債
の
残
高
圧
縮
に
つ

い
て

税
の
納
付
場
所
の
拡
大
に

つ
い
て

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し

に
つ
い
て

町
長
と
町
民
の
対
話
集
会

に
つ
い
て
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決算常任委員会
平成23年度決算が認定されました
去る10月12日に開催された決算常任委員会で第３回定例会により付託された「平成23年度決算審査」を行い、
総務事業及び住民教育の決算を認定しました。

環
境
対
策
に
つ
い
て

	

所
有
者
が
遠
方
、
ま
た
は
不
明
の

空
き
家
が
町
内
に
増
え
て
お
り
、

管
理
さ
れ
ず
荒
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
、
火
災
の
原
因
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
町
と
し
て

空
き
家
の
数
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
所
有
者
に
対
し
て
管

理
・
指
導
を
す
る
考
え
が
な
い
の

か
伺
い
た
い
。

	

自
治
会
長
に
お
願
い
し
、
空
き
家

の
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
４
月

現
在
で
71
戸
を
確
認
し
て
い
る
。

火
災
等
の
予
防
に
関
し
て
は
関
係

機
関
と
連
携
し
、
危
険
と
思
わ
れ

る
案
件
は
個
別
に
指
導
し
た
い
。

若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て

	

６
月
の
定
例
会
に
お
い
て
若
者
定

住
対
策
は
「
検
討
す
る
」
と
の
答

弁
が
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

新
年
度
か
ら
二
つ
の
事
業
を
実
施

に
向
け
て
作
業
中
で
あ
る
。

　

一
つ
目
は
「
町
有
地
の
分
譲
」、

二
つ
目
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の

創
設
と
「
空
き
家
に
係
る
改
修
へ

の
助
成
事
業
」
で
あ
る
。
空
き
家

対
策
事
業
は
他
市
町
村
で
も
大
き

な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
本
町

で
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
金
に
つ
い
て

	

①
補
助
金
の
実
績
を
伺
い
た
い
。

②
設
置
補
助
金
を
集
会
所
な
ど
に

活
用
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

	

①
平
成
23
年
度
は
１
件
、
今
年
度

は
10
件
で
、
合
計
11
件
と
な
っ
て

い
る
。

②
集
会
所
な
ど
へ
の
設
置
補
助
金

は
、
現
状
の
国
県
の
補
助
要
件
が

「
住
居
・
住
宅
」
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
町
も
同
様
に
集
会
所
は
対

象
外
と
な
る
。

関民之輔議長が平成24年11月29日付けで長生郡市広域市

町村圏組合議会第34代議長に就任されました。

ますますのご活躍をお祈りいたします。

長生郡市広域市町村圏組合議会議長に就任
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総
務
事
業
　
　
　

常
任
委
員
長
報
告

平
成
23
年
度
決
算
の
審
査
に
つ

い
て
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
去
る

10
月
11
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

執
行
部
か
ら
成
嶋
町
長
を
は
じ
め

担
当
職
員
の
出
席
を
求
め
、
慎
重

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
各
会
計
と
も
計
数

に
つ
い
て
は
監
査
委
員
の
監
査
意

見
書
の
と
お
り
正
当
な
も
の
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
適
正
で
経
済
的
か
つ
効

率
的
な
予
算
執
行
の
観
点
か
ら
、

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
町
当
局

に
対
し
て
詳
細
な
説
明
を
求
め
、

今
後
の
予
算
執
行
に
際
し
て
は
、

よ
り
一
層
改
善
・
検
討
す
べ
き
も

の
と
し
て
要
望
し
た
事
項
も
あ
り

ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、

当
局
の
適
切
な
措
置
を
期
待
す
る

も
の
で
す
。

な
お
、
審
査
質
疑
の
要
点
、
検

討
、
改
善
策
を
求
め
た
主
な
事
項

に
つ
い
て
要
約
し
、
順
次
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
、
総
務
課
の
審
査
で
は

「
自
主
防
災
組
織
の
設
立
数
は
」
と

の
質
問
に
対
し
、「
平
成
23
年
度

末
で
９
組
織
設
置
、
今
年
度
10
月

末
で
10
組
織
の
申
請
が
あ
り
、
合

わ
せ
て
平
成
24
年
度
末
に
は
19
組

織
が
整
備
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
に
つ

い
て
」
質
問
が
あ
り
、「
全
体
で

約
１
，１
０
０
基
の
防
犯
灯
の
う

ち
、
平
成
24
年
度
９
月
現
在
で
蛍

光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
管
へ
の
交
換
は

１
７
３
件
で
す
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
「
財
産
貸
付
収
入
の
内

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
森
の
村
』

と
の
契
約
に
つ
い
て
」
質
問
が
あ

り
、「
土
地
は
地
権
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
及
び
町
の
三
者
契
約
を
締
結

し
、
建
物
は
無
償
で
貸
し
付
け
て

い
ま
す
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
契
約
の

リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
何
ら
か
の

保
証
金
を
預
か
っ
て
は
ど
う
か
。」

と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、「
ゴ
ル
フ
場
の
固
定
資

産
税
の
評
価
で
山
林
と
コ
ー
ス
等

の
区
分
け
に
つ
い
て
」
の
質
問
に

対
し
、「
長
柄
町
の
ゴ
ル
フ
場
現

況
課
税
に
係
る
仕
様
基
準
に
従
い

評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

見
直
し
に
つ
い
て
は
ゴ
ル
フ
場
か

ら
協
議
が
あ
っ
た
時
点
で
再
調
査

し
実
施
し
て
い
ま
す
。」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

「
山
林
と
コ
ー
ス
等
で
は
評
価
額

の
差
が
大
き
い
の
で
現
況
を
調
査

し
、
適
正
な
課
税
に
引
き
続
き
努

力
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
事
業
課
の
審
査
で
は
、

「
太
陽
光
発
電
設
置
事
業
に
つ
い

て
の
説
明
」
が
求
め
ら
れ
、「
平

成
23
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
あ

り
、
上
限
で
３
・
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

一
般
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
設
置

者
に
対
し
、
町
と
県
か
ら
金
額
に

し
て
14
万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に
国
か

ら
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
「
合
併
浄
化
槽
と
農
業
集

落
排
水
を
合
わ
せ
た
設
置
率
に
つ

い
て
」
の
質
問
に
対
し
、「
合
併
浄

化
槽
と
農
業
集
落
排
水
を
合
わ
せ

た
水
洗
化
率
は
72
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。」
ま
た
、「
今
年
度
の
合
併

浄
化
槽
の
設
置
数
及
び
補
助
事
業

の
存
続
に
つ
い
て
」
の
質
問
に
対

し
、「
今
現
在
、
８
基
分
の
工
事

発
注
と
１
基
分
の
申
請
受
理
の
状

態
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
補

助
事
業
と
し
て
行
え
る
よ
う
に
最

低
で
も
年
間
10
基
の
設
置
を
目
指

し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
各
所
管
の
審
査
を
終

え
、
当
委
員
会
の
終
わ
り
に
あ
た

り
、
委
員
、
説
明
員
全
員
の
出
席
の

も
と
に
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
鳥
獣
被
害
抑
制
の

た
め
電
気
柵
設
置
へ
の
補
助
金
の

交
付
」、「
地
域
活
性
化
や
定
住
促

進
対
策
に
向
け
、
町
独
自
で
住
み

よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
補
助
金

の
増
額
」
及
び
「
町
債
の
可
能
な

範
囲
で
の
繰
上
げ
償
還
」
な
ど
の

要
望
が
、
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
町

民
に
行
き
渡
り
ま
す
よ
う
、
よ
り

一
層
の
鋭
意
努
力
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。

以
上
の
と
お
り
、
本
委
員
会
は

審
査
、
質
疑
等
の
結
果
を
付
し
、

付
託
さ
れ
ま
し
た
平
成
23
年
度
長

柄
町
一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は

賛
成
多
数
、
平
成
23
年
度
長
柄
町

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
及

び
平
成
23
年
度
長
柄
町
浄
化
槽
事

業
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。
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住
民
教
育
　
　
　

常
任
委
員
長
報
告

平
成
23
年
度
決
算
の
審
査
に
つ

い
て
は
、
９
月
定
例
議
会
に
お
い

て
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
去

る
10
月
11
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

執
行
部
か
ら
武
内
教
育
長
を
は
じ

め
担
当
職
員
の
出
席
を
求
め
、
慎

重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
各
会
計
と
も
計
数
に
つ
い

て
は
監
査
委
員
の
監
査
意
見
書
の

と
お
り
正
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

一
方
、
適
正
で
経
済
的
か
つ
効

率
的
な
予
算
執
行
の
観
点
か
ら
、

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
当
局
に

対
し
て
詳
細
な
説
明
を
求
め
、
今

後
の
予
算
執
行
に
際
し
て
は
、
よ

り
一
層
の
検
討
を
加
え
、
改
善
・

検
討
す
べ
き
も
の
と
し
て
要
望
し

た
事
項
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
当
局
の
適

切
な
措
置
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。な

お
、
審
査
質
疑
の
要
点
、
検

討
、
改
善
策
を
求
め
た
主
な
事
項

に
つ
い
て
、
以
下
順
次
申
し
上
げ

ま
す
。

学
校
教
育
班
の
審
査
で
は
「
過

年
度
分
給
食
費
の
滞
納
者
の
人
数

は
何
人
か
。」
と
の
質
問
に
対
し
、

「
平
成
19
年
度
２
件
、
平
成
20
年

度
２
件
、
平
成
21
年
度
４
件
、
平

成
22
年
度
25
件
、
平
成
23
年
度
53

件
で
す
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
「
給
食
施
設
業
務
委
託
業

者
選
定
の
経
過
と
業
者
名
を
伺
い

た
い
。」
と
の
質
問
に
対
し
「
業

者
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
社

に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
と

り
東
洋
食
品
に
決
定
し
、
平
成
24

年
か
ら
26
年
度
の
２
期
目
の
契
約

に
つ
い
て
は
、
児
童
数
減
に
よ
る

食
数
の
変
更
を
通
知
し
、
契
約
を

見
直
し
随
契
と
し
ま
し
た
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
「
日
吉
小
校
舎
改
修
工
事

の
業
者
名
と
落
札
比
率
の
結
果
を

伺
い
た
い
。」
と
の
質
問
に
対
し

「
業
者
は
、
吉
橋
建
設
で
落
札
比

率
は
９
４
・
８
％
で
す
。」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
班
の
審
査
で
は
「
駅

伝
の
日
程
変
更
も
あ
り
、
現
在
の

申
込
チ
ー
ム
数
を
伺
い
た
い
。
ま

た
、
宣
伝
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
伺
い
た
い
。」
と
の
質
問
に
対

し
、「
過
去
に
参
加
し
た
74
チ
ー
ム

と
問
合
せ
の
あ
っ
た
３
チ
ー
ム
、

計
77
チ
ー
ム
に
申
込
書
を
発
送
し

ま
し
た
が
、
申
込
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
後
、
依
頼
が
あ
り
５

チ
ー
ム
に
追
加
発
送
し
、
３
チ
ー

ム
に
ポ
ス
タ
ー
を
、
メ
ー
ル
で
送

信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
掲
載
や
長
生
郡
市
・
い

す
み
郡
市
合
同
中
学
校
駅
伝
大
会

で
広
報
し
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の

全
高
校
に
も
書
類
発
送
す
る
予
定

で
す
。
12
月
16
日
に
な
っ
た
理
由

は
、
過
去
に
参
加
し
た
74
チ
ー
ム

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
参
加
可
能

と
し
て
回
答
の
多
か
っ
た
日
を
、

町
体
育
協
会
の
会
議
で
、
最
終
的

に
決
定
し
ま
し
た
。」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
「
な
が
ら
号
の
委
託
先
と
、

委
託
の
条
件
や
概
要
を
伺
い
た

い
。」
と
の
質
問
に
対
し
「
町
で

作
成
し
た
仕
様
書
に
基
づ
い
て
委

託
し
ま
し
た
。
仕
様
書
の
内
容
は
、

基
本
時
間
１
日
８
時
間
、
年
間
運

行
日
数
１
８
０
日
で
す
。
月
割
り

に
し
ま
す
と
２
１
０
，０
０
０
円
、

15
日
運
行
で
す
が
、
そ
れ
以
上
の

運
行
で
も
同
額
と
し
保
険
も
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
委
託
業
者
は
山

本
観
光
で
す
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
「
史
跡
長
柄
横
穴
群
資
料

館
の
平
成
22
年
度
か
ら
23
年
度
の

来
場
者
数
を
伺
い
た
い
。」
と
の
質

問
に
対
し
「
把
握
し
て
い
る
来
場

者
数
は
、
平
成
22
年
度
２
，２
２
９

人
、
平
成
23
年
度
２
，
１
９
０

人
、
今
年
度
は
９
月
末
ま
で
で
１
，

５
１
０
人
来
場
し
て
お
り
ま
す
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

保
険
住
民
班
の
審
査
で
は

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
へ
の
変
更

は
何
％
か
伺
い
た
い
。」
と
の
質
問

に
対
し
、「
平
成
22
年
６
月
の
時
点

で
、
す
で
に
37
％
程
度
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
広
報
へ
の
掲
載
や
、
保

険
証
の
送
付
時
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
送
付
し
周
知
し
て
い
ま
す
。
茂

原
市
長
生
郡
管
内
の
薬
局
で
も
協

力
的
で
す
が
、
最
終
的
に
は
医
師

の
処
方
で
す
。
50
％
程
度
変
更
出

来
れ
ば
相
当
額
削
減
で
き
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
利

用
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
「
介
護
保
険
費
の
事
業
量

推
計
業
務
委
託
料
の
内
容
を
伺
い

た
い
。」
と
の
質
問
に
対
し
、「
内

容
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度

ま
で
の
３
年
間
を
介
護
保
険
第
５

期
計
画
期
間
と
位
置
づ
け
て
、
そ

の
期
間
中
の
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
の

推
計
、
過
年
度
分
か
ら
の
給
付

デ
ー
タ
分
析
、
骨
子
案
の
作
成
を

含
め
た
業
務
で
す
。」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
「
国
民
健
康
保
険
事
業
基

金
が
過
去
に
お
い
て
、
こ
の
基
金

か
ら
経
費
を
充
当
し
た
実
績
が
あ

る
か
伺
い
た
い
。」
と
の
質
問
に

対
し
、「
現
在
、
特
別
基
金
は
１
，

８
６
０
万
円
で
す
が
、
平
成
15
年

度
か
ら
の
記
録
で
は
、
平
成
18
年

度
に
４
，０
０
０
万
円
取
り
崩
し

て
あ
り
、
法
定
積
立
を
毎
年
５
万

円
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
に

１
，０
０
０
万
円
積
立
て
て
い
ま

す
の
で
、
差
引
し
ま
す
と
、
３
，

０
０
０
万
円
取
り
崩
し
て
い
ま

す
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
「
介
護
保
険
の
繰
出
金
が

一
般
会
計
か
ら
繰
入
し
て
い
る
わ

け
だ
が
、
な
ぜ
再
度
一
般
会
計
に

繰
出
を
す
る
の
か
、
そ
の
ま
ま
繰

越
す
る
事
は
で
き
な
い
か
伺
い
た

い
。」
と
の
質
問
に
対
し
、「
繰
出

金
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
、

国
、
県
分
の
清
算
に
合
わ
せ
て
、

一
般
会
計
法
定
繰
入
金
を
精
算
す

る
も
の
で
す
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

健
康
福
祉
班
の
審
査
で
は
「
福

祉
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
の
空
調
設

備
費
は
、
国
費
１
０
０
％
で
よ
ろ

し
い
か
。
事
業
に
関
し
て
の
落
札

比
率
、
入
札
に
関
す
る
内
容
、
参

加
者
数
、
業
者
名
を
伺
い
た
い
。」

と
の
質
問
に
対
し
、「
空
調
設
備

に
つ
い
て
は
平
成
23
年
６
月
17
日

に
指
名
競
争
入
札
し
、
指
名
し
た

業
者
は
８
社
で
し
た
が
、
１
社
が

辞
退
し
て
７
社
で
の
入
札
と
な
り

ま
し
た
。
最
低
金
額
入
札
業
者
が

進
栄
電
設
工
業
株
式
会
社
と
福
井

電
器
株
式
会
社
で
同
額
で
の
入
札

で
し
た
。
く
じ
引
き
の
結
果
、
進

栄
電
設
工
業
株
式
会
社
が
契
約
者

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
落
札
比
率
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は
63
％
で
、
全
額
が
、
地

域
活
性
化
・
住
民
に
光
を

注
ぐ
臨
時
交
付
金
で
す
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。次

に
「
学
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
者
は
、
何
人
か
伺
い

た
い
。」
と
の
質
問
に
対

し
、「
登
録
者
は
55
名
で

す
が
、
１
日
の
平
均
利
用

者
は
35
名
程
度
で
す
。
今

年
度
は
、
第
１
学
童
ク
ラ

ブ
（
長
柄
小
学
校
）
が

２
０
１
日
開
設
し
、
第
２

学
童
ク
ラ
ブ
（
旧
長
柄
保

育
所
）
は
、
２
９
３
日
開

設
し
て
お
り
ま
す
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
「
長
生
病
院
の
負
担
金
算

出
決
算
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。」
と

の
質
問
に
対
し
、「
病
院
の
利
用
者

割
34
％
、
均
等
割
16
％
、
人
口
割

50
％
の
割
合
で
算
出
し
ま
す
。
こ

れ
を
全
部
合
計
し
た
、
長
柄
町
の

負
担
分
は
４
・
９
９
％
で
す
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
各
所
管
の
審
査
を
終

え
、
当
委
員
会
の
終
わ
り
に
あ
た

り
、
委
員
、
説
明
員
全
員
の
出
席

の
も
と
に
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
中
で
「
高
額
療
養
費
、

出
産
医
療
一
時
金
の
基
金
の
額

が
条
例
と
違
う
の
は
な
ぜ
か
伺

い
た
い
。」
と
の
質
問
に
対
し
、

「
３
５
０
万
円
以
上
の
金
額
は
全

て
利
息
で
す
。
昭
和
53
年
に
基
金

制
度
開
始
後
、
年
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
付
さ
れ
た
利
息
は
、

基
金
設
置
条
例
第
４
条
に
よ
り
ま

し
て
国
保
特
別
会
計
に
計
上
し
て

基
金
に
繰
入
し
て
あ
り
ま
す
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
と
お
り
、
本
委
員
会
は

要
望
、
意
見
等
を
付
し
、
付
託
さ

れ
ま
し
た
平
成
23
年
度　

長
柄
町

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議

な
く
決
算
書
の
と
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
し
て
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

編 集 後 記
町議会の活動報告については、年に４回の定例議会や臨時議会における各議案等をはじめ一般質問等々につい
て、町広報の紙面に掲載させていただいております。
町議会報編集委員会では、今後とも「開かれた議会」をテーマに、議会活動等について広く町民の皆様にご理解
賜りたく、編集技術を研鑚し鋭意努力してまいる所存です。
町民の皆様方に、より町政に関心を持っていただけますよう委員長をはじめ各委員の方々や事務局等の知恵を結
集し、議会報の編纂に努めてまいりたいと思います。
また、町民の皆様方とのコミュニケーションを図るためにも、御意見や御要望等がありましたら議会事務局へご
連絡いただければ幸いと存じます。

長柄町議会報編集委員会　

【問い合わせ先】総務課議会班（議会事務局）　☎３５－２４３８

― お 気 軽 に ―

（次回定例会は３月４日㈪に予定しております。）

あなたも議会を傍聴しませんか



献血にご協力を！献血にご協力を！

墨田　智子 さん
大正 15年２月２日生（針ヶ谷）　

元音楽教師の墨田さん。退職後はお孫さんの
世話やケアセンターでピアノの伴奏をしながら
コーラスの指導をしていたことも。趣味は生け
花とガーデニング。週に３日通っているケアセ
ンターのデイサービスと４か月と３歳になる曾
孫さんに月に１度会えることを楽しみにしてい
ると話してくれました。

前田　はる江 さん
大正 15年２月 10 日生（味庄）

健康の秘訣は、1500 歩の散歩と 20 年間在籍
した公民館コーラスで準備運動として行ってい
た体操を毎日すること。豚肉とお寿司がお好き
で、お酒も嗜まれるとのこと。月に１度お寺と
集会所の掃除の後に近所の方とお茶を飲みなが
らお話することが楽しみという前田さん。

問い合わせ先　総務課　総務企画班　35－2111

　広報「ながら」の発行月に米寿（数え 88 歳）を迎えられる方々を紹介します。今後、米寿を迎えられる方のお宅にお伺いさせてい
ただきますので、ご協力をお願いします。

エンジェルフライト 国際霊柩送還士
岳飛伝３　嘶鳴の章
カジュアル・ベイカンシー１・２
散華ノ刻４１（居眠り磐根江戸双紙）
ジョン・マン３　望郷編
直感力
謎解きはディナーのあとで ３
人質
冷血　上・下
５５歳からのハローライフ

佐々　凉子
北方　謙三
J.K.ローリング
佐伯　泰英
山本　一力
羽生　善治
東川　篤哉
佐々木　譲
高村　　薫
村上　　龍

あしおと
アンパンマンをさがせ！３
犬のことばが聞こえたら
かいけつゾロリなぞのスパイとチョコレート
かもとりごんべえ
きつねやまのよめいり
びんぼうがみじゃ
ふゆってどんなところなの？
ブレーメンのおんがくたい
０てんにかんぱい！

吉田　遠志
やなせ　たかし
パトリシア・マクラクラン
原　ゆたか
長谷川義史
わかやま　けん
西村　繁男・苅田 澄子
工藤・ノリコ
いもと・ようこ
宮川　ひろ

問い合わせ先　教育課　生涯学習班（公民館）　☎35－3242

問い合わせ先　　住民課　健康福祉班　☎３５－２４１４

病気やけがで血液を必要としている患者さんに血液を届けるためには、皆さんの
献血が必要です。
冬期や春先には献血者が減少しがちです。また、16 歳から 29 歳までの若い人
達の献血者が年々減少しています。
一人でも多くの皆さんに献血にご協力いただくとともに、複数回献血（年２回以
上の献血）をお願いしています。
千葉県赤十字血液センターから移動採血車が来ますので、ご協力をお願いします。
日　時　　２月２７日（水）１０時～１２時
場　所　　長柄町保健センター

18
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＜メニュー＞
１．雑穀ご飯
２．豚しゃぶ
　　ヨーグルト味噌ソース
３．まろやか白和え
４．黒ごまの和風くずプリン

　１月18日町保健センターで、骨粗しょう症予防の
講話と乳製品を使用した調理実習が開催されました。
　骨密度は18歳前後にピークに達し、加齢と共に減
少するそうです。骨密度減少の予防には、①乳製品な
どカルシウムを豊富に含む食品を取り入れ、バランス
の良い食事を摂ること②日常生活をしながらの「なが
ら体操」をすることも骨を強くする効果があるとのお
話を伺いました。これからは骨密度検査を受け、骨の
健康への意識を高め骨によい生活習慣を身につけたい
と思いました。　　食生活改善推進員　　高梨　文子

　小松菜は栄養価の高い緑黄色野菜で、カルシウム・ビタミンＡ・鉄・カリ
ウム・食物繊維などを多く含んでいます。中でも代表的なのが、カルシウム
の含有量が豊富なことです。小松菜はほうれん草の約３倍以上のカルシウム
があります。

「食」のワンポイント情報「食」のワンポイント情報 ～ 小 松 菜 ～

〈作り方〉
①小松菜は４ｃｍのざく切り、しめじ
　は小房に分ける。
②フライパンに①を入れ塩をひとつ
　まみふり蓋をして蒸し、ざるに取り
　冷ます。
③ボウルに水切りした豆腐をつぶし
　ながら入れ、Ａを混ぜ、水気を絞っ
　た②を入れてよく混ぜ合わせる。

＜栄養価／１人分＞  エネルギー135Kcal　たんぱく質10.8g　脂質7.3g　カルシウム288mg　食塩相当0.9g

＜まろやか白和え＞

小松菜
しめじ
木綿豆腐
すりごま（白）
粉チーズ
カッテージチーズ
砂糖
塩

・・・・・・・・・・200g
・・・・・・・・・・・80g
・・・・・・・・・200g
・・・・大さじ２

・・・・・・・大さじ４
・・・・80g

・・・・・・・・・・小さじ４
・・・・・・・・・小さじ1／３

★材　料　４人分★

Ａ

チーズをプラスするだけで味の
バリエーションが広がります。

ヘルスメイト通信 (食生活改善推進員)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

骨粗しょう症予防のメニューから今回は、“まろやか白和え”
をご紹介します！ 旬の食材“小松菜”を使っています。ヘルスメ

イト

　おすす
め料理！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「よい食生活講座」に参加しました！
　～骨粗しょう症予防について～

問い合わせ先　住民課　健康福祉班　（長柄町食生活改善推進員会　事務局） ☎35－2414
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管理栄養士　常泉　好美

今から始める“花粉症”対策！今から始める“花粉症”対策！今から始める“花粉症”対策！

～ 花粉症の症状を緩和する（※）機能性成分 ～

　季節の境目であるこの時期は、寒暖の差が激しくなります。みなさんは、体調を崩して風邪をひいたりし
ていませんか？春の足音は少しずつ、聞こえているようですが、一方で気になるのが花粉症などのアレルギ
ーです。最近では、日本人の約30％の方が何らかのアレルギー症状があると言われています。「アレルギ
ーは体質だから仕方ない」と思われる人も多いようですが、食べ物で症状を軽減することは可能です。その
ためには、免疫力を高めるイワシやサバなどの青魚やビタミン・ミネラル類を多く含む野菜などをしっかり
食べると効果的です。花粉症を悪化させない、予防するには動物性たんぱく質や加工品・インスタント食品
などの食品添加物を多く含む食べ物を避け、又辛いものやアルコールなどの刺激物は控えましょう。毎日規
則正しい食事、和食中心で脂肪を摂り過ぎないように、バランスのとれた食生活をすることが大切です。し
っかり食べて、早目の対策で元気よく春の新生活をスタートしましょう。

※機能性成分とは、生命の維持には必ずしも必要ではないものの、健康維持や病気予防に有効な栄養
　成分のことをいいます。

　町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税及び介護保険料・
後期高齢者医療保険料の納付は、口座振替が便利です。
　この制度を利用すると、左記の金融機関の預貯金口座から振替によって
納税することができますので、手数が少なくて済み、大変便利です。
　新たに口座振替を希望される場合は、預貯金先金融機関または役場総務
課 税務班に「口座振替依頼書」を提出してください。
　「口座振替依頼書」は、役場総務課 税務班、長生農協の町内各支所、町
内のゆうちょ銀行（郵便局）に備え付けてあります。長柄町ホームページ
からもダウンロードできます。（ダウンロード様式での申し込みは、ホーム
ページ内の注意事項をご覧ください。）
　納税義務者ごとに申し込みが必要になりますのでご注意ください。

利用できる金融機関

・長生農協
・千葉銀行
・千葉興業銀行
・京葉銀行
・みずほ銀行
・りそな銀行
・房総信用組合
・市原市農協
・ゆうちょ銀行

納付期限は、2月28日（木）です。納め忘れのないようご注意ください。
※口座振替申し込みの方は、納付期限の前日までに口座の残高確認をお願いします。

・固定資産税　第４期　　・国民健康保険税　第８期
・後期高齢者医療保険料　第８期

■乳製品
腸内細菌を整えて
免疫力を高める。

■ＤＨＡ・ＥＰＡ
免疫機能を正常にして
アレルギー予防、症状
軽減の働きをもつ。

ヨーグルト、乳酸菌飲料 マグロ、サバ、イワシ

■カテキン
アレルギー症状を引き
起こす物質の過剰分泌
を押さえる。

ヨーグルト

生乳100％

問い合わせ先　住民課　健康福祉班 ☎35－2414



21
NAGARA2013.２

『
核
家
族
と
責
任
分
担
』

　

社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
今
更

言
う
ま
で
も
な
く
核
家
族
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。
良
い
点
も
あ

り
、
悪
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は

む
し
ろ
悪
い
点
の
方
が
気
に
な
り
ま

す
。
虐
待
や
離
婚
の
問
題
等
は
、
核

家
族
化
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
の
問
題
が
、
こ
れ
ほ
ど
社
会

問
題
化
す
る
と
は
、
私
達
の
年
代
に

は
想
像
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど

も
は
家
族
全
員
で
、
分
担
し
て
育
て

ま
し
た
。
母
親
一
人
で
見
て
い
る
中

で
は
、
子
ど
も
が
泣
き
止
ま
な
い
。

い
く
ら
可
愛
い
子
ど
も
で
も
、
カ
ッ

と
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
夫

に
相
談
し
た
い
が
単
身
赴
任
。
父
母

に
は
心
配
掛
け
た
く
な
い
。
相
談
機

関
に
は
足
が
向
か
な
い
。
そ
う
い
う

悪
循
環
か
ら
の
虐
待
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
虐
待
さ
れ
る
子
ど
も
の
気
持

ち
を
考
え
た
ら
、
地
域
や
学
校
を
中

心
と
す
る
『
社
会
全
体
で
支
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
強
く
感

じ
ま
す
。
幸
い
、
な
が
ら
こ
ど
も
園

に
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併
設

さ
れ
て
お
り
、
何
時
も
利
用
者
で
賑

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
離
婚
も
同
様
で
す
。
夫
婦

二
人
の
蜜
月
の
期
間
は
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。
他
人
同
士
が
一
緒
に
な
る
の

で
す
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
生
育
歴
は

違
い
ま
す
。
意
見
の
食
い
違
い
は
当

然
あ
り
ま
す
。
以
前
に
も
書
き
ま
し

た
が
、
五
年
間
の
裁
判
所
の
調
停
委

員
生
活
の
中
で
『
好
き
で
一
緒
に
な

っ
た
二
人
が
、
嫌
い
と
な
る
と
、
子

ど
も
の
こ
と
な
ど
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
』
そ
ん
な
場
面
を
沢
山
見
て

来
ま
し
た
。
離
婚
に
よ
る
被
害
者
は

『
子
ど
も
』
で
す
。

　

も
う
一
つ
気
に
な
る
こ
と
は
『
将

来
は
家
庭
の
中
に
包
丁
や
台
所
が
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
？
』
と
い
う

記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。
確
か
に
外

食
産
業
や
宅
配
業
者
を
利
用
す
る
家

庭
は
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
更
に

は
ス
ー
パ
ー
に
、
出
来
合
い
の
総
菜

が
多
い
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
す
。

高
齢
者
を
中
心
に
、
少
人
数
家
庭
が

増
え
て
い
る
こ
と
や
、
母
親
も
働

き
、
調
理
の
時
間
も
取
れ
な
い
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
『
よ
そ
の
味
』
で
す
。

　

『
ト
ン
ト
ン
ト
ン
　

台
所
か
ら
聞

こ
え
る
母
の
包
丁
の
音
　

わ
た
し
の

大
事
な
目
覚
ま
し
時
計
』
こ
ん
な
心

温
ま
る
三
行
詩
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

『
母
親
の
背
中
の
見
え
る
家
庭
料
理
』

『
そ
の
中
か
ら
滲
み
出
る
母
親
の
味
』

を
子
育
て
の
大
き
な
柱
に
し
た
い
と

思
う
の
で
す
が
、
私
の
我
が
ま
ま
で

し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
核
家
族
化
の
流
れ
は
一
層

進
み
ま
す
。
そ
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
は
誰
に
も
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

『
核
家
族
の
良
い
所
』
を
伸
ば
し
て

行
く
た
め
に
、
老
婆
心
で
す
が
、
家

族
一
人
ひ
と
り
が
何
を
な
す
べ
き
か

『
責
任
分
担
』
を
、
も
う
一
度
再
確
認

し
合
う
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田
や
え

幼
な
子
が
そ
っ
と
手
を
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　

歌
留
多
取
り

初
詣
背
筋
伸
ば
し
て
幸
祈
る

父
と
子
と
声
か
け
あ
っ
て
寒
稽
古

成
人
を
祝
う
が
ご
と
く
雪
が
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
寿
満
子

か
る
た
取
る
幼
き
吾
子
の
諳
じ
る

分
譲
地
旗
ひ
る
が
え
る
初
日
か
な

差
し
昇
る
朝
日
に
祈
り
寒
稽
古

い
に
し
へ
の
波
引
き
返
す
初
山
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
清
風

歌
留
多
会
詠
み
も
取
り
手
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
調
子

淑
気
満
つ
空
に
一
筋
飛
行
機
雲

春
の
海
優
雅
に
奏
で
寒
稽
古

年
始
め
財
布
の
紐
を
固
く
締
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
田
揚
子

歌
留
多
と
り
強
く
た
の
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　

飛
ば
し
上
げ

酒
も
好
き
俳
句
一
筋
初
暦

七
草
や
百
薬
に
勝
る
粥
の
味

寒
稽
古
喚
声
あ
が
り

　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
照
子

恒
例
の
挨
拶
代
り
歌
留
多
会

冬
の
夜
牛
筋
煮
込
み

　
　
　
　
　
　
　

食
べ
ほ
う
だ
い

寒
稽
古
今
年
こ
そ
は
と

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ

初
詣
で
今
年
も
同
じ
願
い
事

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
美
代
子

筋
肉
痛
歳
に
は
勝
て
ぬ
寒
稽
古

な
つ
か
し
い
友
の
年
賀
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
族
増
え

詠
む
た
び
に
意
味
を
聞
か
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

歌
留
多
取
り

ひ
と
筋
の
飛
行
機
雲
か
初
山
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
史
恵

振
袖
の
闘
志
を
燃
や
し

　
　
　
　
　
　
　
　

う
た
歌
留
多

初
春
や
筋
肉
鍛
え
力
走
し

選
手
達
夜
を
徹
し
て
の
寒
稽
古

初
場
所
や
太
鼓
の
響
き
ゆ
れ
る
旗

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
み
の
る

お
目
あ
て
は
恋
の
札
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
留
多
会

初
雪
に
一
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の
川
く
つ
き
り
と

き
び
し
さ
に
泣
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じ
ゃ
く
る
子
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒
稽
古

初
鏡
前
髪
上
げ
し
頃
の
わ
れ

お
さ　
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一
月
の
句
会
か
ら

名　称

総務課

住民課

電話番号
総務企画班（選挙管理委員会）
財政管財班
税務班
議会班（議会事務局）
保険住民班
地域包括支援センター
健康福祉班
ながらこども園

35－2111
35－2110
35－2112
35－2438
35－2113
30－6000
35－2414
35－3102

名　称

事業課

教育課

福祉センター
都市農村交流センター

電話番号
産業振興班（農業委員会）
地域整備班
学校教育班
学校給食センター
生涯学習班・公民館

35－4447
35－2114
35－2437
35－2003
35－3242
30－7200
35－0055

2月25日（月）、 3月4日（月）、 11日（月）、 18日（月）
2月25日（月）、 3月4日（月）、 11日（月）、 18日（月）、 21日（木）
2月21日（木）、 28日（木）、 3月7日（木）、 14日（木）、 21日（木）

各公共施設の休館日
町 公 民 館
町 福 祉 セ ン タ ー
都市農村交流センター
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【　町　】
心配ごと相談 福祉センター

人権相談 〃

〃
●いじめ　●扶養相続等の家庭問題　●いやがらせ等の悩みごとに関する相談です。

●行政に関する苦情・相談です。

10：00～15：002/20㈬・3/1㈮・11㈪
2/20㈬・3/11㈪・21㈭

☎35-0260
10：00～15：00

3/11㈪ 10：00～15：00行政相談

※心配ごと相談・人権相談・行政相談については、相談日に限り電話でのご相談も受付しています。

子どもの虐待などの相談 ☎35-2414

さくらの郷　3/8㈮ 10：00～11：30
長柄町役場　3/15㈮  10：00～11：30 ☎22-0110

移動交番 茂原警察署地域課

児童福祉法が改正されて相談先が広がりました。
児童相談所や福祉事務所に加え、身近な市町村の窓口が子どもに関する
あらゆる相談や虐待の疑いなどの連絡もお受けいたします。

住民課
健康福祉班

☎22-5167地域保健福祉課

☎22-5565専用電話

【長生健康福祉センター　:　茂原市茂原1102-1　長生合同庁舎内】

※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。※詳細については電話でお問い合わせください。

診療時間は9：00～17：00までです。日曜・休日当番医案内

月 /日
茂 原 地 区

内　科　系 外　科　系

●診療科目：内科・小児科　診療時間：20：00～23：00まで
　茂原市八千代1-5-4（消防署裏）☎24-1010
●夜間急病診療テレフォン案内　19：00～翌6：00　☎24-1011

こ ど も 急 病
電 話 相 談

長生郡市夜間急病診療所案内

日曜・休日当番医は、変更となる場合があります。消防本部通信指令課（☎24-0119）へお問い合わせください。

　夜間、お子さんの具合が急
に悪くなったときに、看護師
や小児科医が電話でお子さん
の症状を伺い、すぐに医療機
関で受診した方が良いか、家
で様子をみても大丈夫かなど
をアドバイスします。

相談時間　毎日夜間

　19：00～22：00まで

電話番号　♯8000

（プッシュ回線・携帯電話）
☎043-242-9939
（ダイヤル回線・♯8000を
　ご利用いただけない場合）

聖 光 会 病 院

長生内科神経内科医院

宮 山 医 院

山 之 内 病 院

東 部 台 医 院

鈴 木 医 院

吉 田 医 院

（35）5151

（24）7752

（22）4873

（25）1131

（22）2455

（22）2630

（34）3045

（34）2121

（34）5091

（25）1811

（24）8686

（24）2171

（34）2121

（25）2203

公 立 長 生 病 院

本 納 整 形 外 科

君 塚 病 院

鎗 田 整 形 外 科 医 院

宍 倉 病 院

公 立 長 生 病 院

三 枝 医 院

　2 /24

　3 /  3

　3 /10

　3 /17

　3 /20

　3 /24

　3 /31

療育相談・未熟児等健康相談

子どもの発達相談

不妊相談

こころの健康相談

臨床心理士による
こころの健康相談

精神障害者社会復帰事業
（デイケアクラブ）

エイズ相談・HIV等抗体検査

性感染症検査

肝炎ウイルス検査

骨髄バンクドナー登録受付

腸内細菌検査

家庭児童相談

母子自立支援

DV相談

奇数月　第１水曜日（原則）

第４金曜日（原則）

奇数月　第３金曜日

毎月　第２・４月曜日（精神保健福祉相談）
　　　第３火曜日（老人精神保健福祉相談）

毎月　第１・３木曜日

毎月　第２・４木曜日

第１・３火曜日（エイズ検査のみ即日判定可能）
偶数月　第３火曜日

毎月　第１・３火曜日

毎月　第１・３火曜日

毎月　第１火曜日

第１・２・３・４火曜日（３/19除く）

月曜日～金曜日

月曜日～金曜日

来所相談：火曜日（予約制） 電話相談：月曜日～金曜日

13：00～13：30（予約制）

13：00～17：00（予約制）

14：30～16：00（予約制）

14：00～16：00（予約制）
14：00～15：00（予約制）
10：00～12：00
13：00～14：00（予約制）

10：00～14：00（登録制）

13：00～14：00
17：30～19：00

13：00～14：00

13：00～14：00

10：00（予約制）

  9：00～11：00

  9：00～17：00

  9：00～17：00

  9：00～17：00

各 種 相 談 日 程

3/1㈮  14：00～15：30
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